
事業概要
・通信機能付きセンサーカメラを活用し、撮影データを解析することで、①加害獣種の同定や②捕獲場所の選定に
加え、③侵入経路を明らかにし防護柵を点検するほか、④捕獲檻の餌付け状況を確認・改善し効率的な捕獲活動
を実施

・併せてSDカードの交換労力削減も実証
・県のGISによる被害状況やSNSを活用した点検状況の可視化・住民への共有
【対策の実践支援スキーム】 【データの利用イメージ】

実施年度 実施主体 対象獣種 取組内容
捕獲 追払 点検 他

R7～R9 兵庫県 シカ、イノシシ、中型獣類 ◎ ○ ○ ○
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GISの活用例

集落指導の状況

集落による防護柵管理

【取組内容】

兵庫県

撮影データ

①データ集約 ②データ分析 ③データ活用

LINEによる指導・情報共有

≪被害対策体制の構築≫

≪捕獲体制の構築≫

カメラの設置

取組内容の集約 取組結果の地図化 結果を共有し
次の取組に繋ぐ

①被害分析 ②データ収集 ③データ活用



R7年度実績 次年度以降実施予定

実証内容

【実施市町・集落数】
・実施市町数：８市町
・実施集落数：17集落等
【成果】
・主体的な対策体制の構築
センサーカメラの映像による加害獣種の判別、捕獲場所の同定、捕獲檻の餌付け状
況の把握およびデータの地図化により、集落住民主体の獣害対策が進み、被害は減
少傾向にある。一部の集落においては「被害ゼロ」を達成（R6：8.8万円→R7：0
円）するなどの成果も確認。

・情報共有による連携強化
SNS（LINE等）を活用し、取組状況や被害発生情報を共有することで、関係者間の
連携が強化され、初動対応の迅速化に寄与している。

・事業実施集落単位での検討（令和８年１月～３月）
今年度の取組状況を集落単位で総括し、課題を整理したうえで、来年度に実施する
取組内容を検討。

【課題】
・近隣集落との境界部分の獣害対策強化に向けた合意形成
・人的作業（柵補修、捕獲等）における担い手不足
・地元猟師の高齢化に伴い、協力体制の維持が困難

・GIS等を活用し、野生動物の侵
入箇所、捕獲罠及び防護柵の
設置位置などを記録した被害
対策状況地図を事業実施前後
で集落ごとに作成・共有し、
その情報を次年度の取組に反
映していく。

・既存機器の稼働状況を踏まえ
ながら、モデル地区への機器
追加を進め、防除体制の強化
を図る。

導入機器
※交付金活用外
の機器を含む

・センサーカメラ
・ソーラーハンティングカメラ ＴCO2 （VOOPEAK）
・自動捕獲機器 アニマルセンサー（アイエスイー）
・兵庫県獣害対策GIS

・センサーカメラ 28基
・センサーカメラ ３基
・自動捕獲機器 １基
・電気柵監視システム １式
・検電器 3基

スマート捕獲等普及加速化事業
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兵庫県

・捕獲場所及び捕獲数
・防護柵の種類及び位置
・被害発生個所及び被害の程度
・加害獣の出没状況 等を地図上で可視化

図 R7被害対策状況地図


